
2A14 欧米大学における 学生ビジネスプランコンテストの 調査 : 

大学スピンオフベンチャー 振興施策としての 視点から 

0 渡部俊也， 旭 尚子 ( 東大先端 研 ) 

几 はじめに 

ビジネスプランコンテストは、 一般的にはべンチャー 創業等を希望する 参加者に、 実際に起業する 機会 ( ベンチャ 

一 キャピタリストからの 認知と資金提 fm 等 ) を具体的に与えるものと 考えられるが、 学生ビジネスプランコンテスト 

においては多少意味合いが 異なる。 欧米特に米国では 特にここ数年大学ごとに 開催されるビジネ、 スプランコンテスト 

は 増加の一途をたどり 盛況であ ると い えるが、 多くの大学でコンテストに 参加すること 自身が早生 め アントレプレナ 

ー教育の一環として 捉ええられている 点や、 ビジネススクール 内の教育プロバラムという 形態に加えて、 工学部など 

理工系学生の 関与した運営になっている 場合も多いなどの 点で特徴があ る。 

日本でもこのようなコンテストは 小規模かつ散発的に 行われていた 例はあ るが、 大字との関係では 一部のビジネ 、 ス 

スクールの教育プロバラムとして 実施されている 例を除けば 侍 妙用 勺 であ る。 一方ベンチャー 創業促進施策としてこの 

ような学生ビジネ、 スプランコンテストを 位置づけたいという 動向も見られる。 このような動きのひとつとして 日本経 

済新聞とべンチャー ェ ンタープライスセンター (WC) 主催の学生ビジネ、 スプランコンテストが 今年開催された。 この 

企画には経済産業省が 関与していたこともあ り、 産学連携・ベンチャー 創業促進の施策として 行われ 村 ml 面が 弓軋 ) 。 
本 発表では主に 米国の学生ビジネ、 スプランコンテストについて 文献調査及びインタビュ 一調査を行った 結果および   

今年度日本で 行われたコンテストの 事例調査から、 ビジネ、 スプランコンテストの 大学究スタートアップベンチャ 一の 

振興施策としての 位置づけについて 考察した結果を 報告する。 
2, 欧米大学の学生ビジネスプランコンテストの 調査概要 

学生ビジネスプランコンテストについては 1980  年代初頭からいくつかの 大学で開催が 始まった。 最も初期のものと 

してはテキサス 大学の№ Ot  ㏄ rp  C ㎝ test,  UniversitV  of  TeXas(1983),  囲 bs ㎝例 le ㏄ 田 s@ss  Plan 

㏄ n 円 tit@(19%), 梱 rvardBus@ss ㏄№ 引 BUs@ssPlanComIpetit@(19 ㏄ ) などであ り、 ビジネ 、 ススクール主体 
で運営されているものが 多い。 これら 10 年 以上継 @ して開催されているコンテスト ( コンペティション ) のスポンサ 

一には、 卒業生の ネ、 ッ トワークにつ む がる仝集や、 かつてコンテストに 出場して実際に 起業した企業が 名を連ねてい 

ることが多い。 ベンチャーキャピタルやインキュベータも 見られるが、 最近開催が始まったコンテスト と上ヒ致 すると 

むしろ少ないといえる。 Ⅲ T の 50K も少し遅れて 19 ㏄年に開催が 始まっているが、 これは前身のコンテスト (10 の 

があ ったので実際は 数年早くスタートしている。 スポンサーもⅢ cr.osoft, № torola, lntel などの大企業が 目立つ。 

しかし特徴的なのはこの 時期から大学主体での 運営というより、 学生のビジネスアソシエーションが 運営するスタイ 

ルが 始まった点であ る。 5 Ⅸは早生の組織であ るⅢ 丁 ㎞ tr 印 remursClub が運営している。 
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図 1  ビジネ、 スプランコンテストの 開催件数の推移 
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コンテストの 開催件数が著しく 増加したのは、 19 ㏄年代後半差し 掛かってからで 97 年からは多くの 大学で新たな 
コンテストの 開催が始まっている。 マイアミ大学、 ノースイースタン 大学、 カリフォルニア 大学、 シカゴ大学、 ペン 

、 ン ルバニア大学、 ワシントン大学、 エール大字などがこの 時期からコンテストを 開催始めている。 また大学主催とい 

うより金融系の 企業の主導で 開催されているコンテストも 見られる ( 鴨 Ⅱ il@ け ℡ h For ㎝ ln ㏄ vat@  Grants 

㏄ イ ドⅡⅡ㎝など ) 。 Stanfo 「 d 折 v. もこの時期 (95 年 ) からビジネ、 スプランコンテストの 開催が始まっている。 これ 

ほ ついては後に 詳しく述べる。 

この時期米国外にも 展開が始まり、 ヨーロッパでは 山 ㏄ h 田 si 田 ssPlanConI 膵 titi ㎝ (19 ㏄ ), ㏄ 仙 riCK ㏄ Un@veriS@ Ⅳ 

日 terpr 飴 ㏄ rs ㏄ 仙 rid ㏄ 30K(l999K など、 およそ 16 人手 は世劫で コンテストが 開催されている。 QQ 年にはⅡ モ ㎝ mse 

Universi Ⅳ of №㎎ Ko ㎎主催で Asian № ot ㏄「 P: 臼 tr 鐸 「鱗石北山 si 鴨 ssPlanCom 膵 titi ㎝が開催され、 香港、 

中国の他、 インド、 シンガポール、 台湾、 タイ、 韓国、 フィリピンなどから 13 チームの出場者があ った (19 ㏄ ) 。 現 

在 4 カ 国での開催が 行われている。 

日本では 99 年から 2000 年にかけて静岡大学 ( ビジネ、 スプランコンテスト ) 、 立命館大学 ( 経営学振興会ビジネ、 スプ 

ランコンテスト ) などの大学および 高知県 ( ヤングベンチャⅠビジネ、 スプランコンテスト ) 、 財団法人上 戸 教育財団 

( 宇土ベンチャービジネ、 スプランコンテスト ) などが行われている。 また 2001 年度には一橋大字のビジネ 、 ススクール 

コース内でもビジネ、 スプランコンテストが 実施された 0 

3. 5 Ⅸ (M@TL 、 l l (St 舶 ford Ⅲ v.) へのインタビュ 一調査の概要 

米国大字のコンテストのうち、 テクノロジーベンチャ 一志向の強い MlT ⅢⅡ自身は工科大字であ るが、 こ 0 州など 

ビジネ 、 ススクールを 擁し起業教育にも 熱心 ) およびスタンフォード ( エ 宇部で起業教育に 力を入れている ) の 2 つの 

ケースについてインタビューを 行った 0 

  調査 1 : 掛 < (M Ⅳ ) 

インタビ ユ 一先 50K 代表 (Mic 抽 el ParduhnL 、 アントレプレナーセンター (Pr(of. K ㎝ 鴨 th № rse) 、 インキュ ベ一 

タ ， lnk  Tank  (Kar@  田 pi ㎎代表 ) 、 几 0  (Mr.  」 ack  Tur 鴨け 

運営組織 学生の組合が 自主的に運営。 大学と大学教官はアドバイザ 一の位置づけ。 

コンテスト概要 19 ㏄年に双身の l0K と称されるコンテストが 開催され、 徐々に規模を 増して 50K となっている。 

前年のウォームアッププロバラムからおよそ 一年間の行事を 経て、 100 以上のチームから 選抜され 

て 最終のコンテストが 行われる。 セミファイナリストで 50 チーム程度が 選考に残る。 

起業室 紬 60 社ほどがこのコンテストから 生まれた (Ak 飢引等 ) 。 宇土が実際に 中心的に起業にかかわる 場 

合は、 大字は辞める 場合が多いとのこと。 

大学のサポート ⅡⅡとしてはビジネ 、 ススクールであ る 乱 0 州の中の㎞ tr 印 「 ぴ即 rC ㎝ ter が 50K の担当という 形に 

なっていて、 センタ一内に 50K の事務所を設け、 スペースのほか 電話やト似、 コンピュータ 等の什 

器の便宜を図っている。 Prof, K ㎝ 鴨 th № rse によれば、 ビジネスに関しては 教室で教えられる 

ことは限られており、 コンテストもそれを 補完する役割であ るとしている。 また学生に対しては 

起業を目指す 望ましいキャリアプランとして、 いったん既存の 企業に入ってあ る期間経験をした 

後に起業をすることを 進めている。 
インキュベータ コンテストに 出たからといってすぐに 起業できるものではないと 考えている。 コンテストは 始ま 

りで、 実際に起業する 場合でもこの 後マネ 、 ジメントチームの 編成や事業計画の 練り直しを ] 年は 

どかけて行 う のが通常であ るとのこと。 

几 0 大学帰属の技術を 用いる場合でも 実際に起業するかどうか 分からないので 出場時には no の許可 

を 事前に受けることはしない。 几 0 は特に積極的に 関与しない。 

調査 2  :  E Ⅱ万引は ㏄ ] 2ml  (St 飴 ford) 

インタビュ一先 曲臣 S の幹部学生および Prof, ㎏ snik(Stanford. 丁 ㏄ h 巾 l ㎎Ⅴ V ㎝ turePr ㏄ ram) 、 0 几 (Dir ㏄ tor, 

Kat ㎏ ri ㏄ Ku) 

運営組織 M 粟 S( 田 si 舵 ss Ass 拙 at@  for Stanfor(dSt 田 ㏄ ts ) は学生のアントレプレナー 教育を実践す 

る 学生組織。 19 ㏄年 3 月に工学部の 5 人の学生が 飴 tr 印 「㏄ 田 rsh@p を 字 ぶためにビジネス 結成し 

た 。 組織は会 ネ f 組織のような 構成となっており、 幹部は大学教官を 含むボードメンバ 一によって 

選任される。 現在会員は 3500 名 ( 全学生の 15% 程度 ) を超え、 事業はビジネ、 スプランコンテスト 

( スタンフォード 内 および G は 回 C ㎝ 膵 tlt@  を 2000 年から開始 ) のほか・毎週の 
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㎝ tr 印 「㎝㎝ rshlp セミナー (Thee @ ㎡ ustrymmght Ⅰ㏄ お rs 釦 eaker 曳 rles) 、 ビジネ 、 ス 界の エ 

グゼクティブとの 夕食会 ( Ⅱ モ lnterzact ト or 岡ん in 鴨 r ㏄ ries) などの行事をこなしている。 

コンテスト概要 前年からワークショップなどを 通じてコンテストの 諸矢口活動を 行い、 チーム結成を 呼びかけ 

秋 に応募する。 この時点で lK の賞金 ( № rmUpPrize) の出る選抜があ る。 冬に詳細なビジネ、 スプ 

ランを提出、 翌年最終選考。 最高賞金 5 万ドル。 100 チーム以上が 参加する。 最低チームの 半分が   

スタンフォードに 所属していることが 出場資格となる。 2000 年に行われたバローバルチャレンジ 

には欧州アジア 含む海外 21 大字から応募があ った (2001 年は開催なし ) 。 

起業室 紬 数十社程度 
大学のサポート 大字の丁㏄ hml ㏄ yV ㎝ tur<ePr ㎎ ram の一環として 位置づけており、 この活動に対して 数名以上の 

教官がほぼ専任でかかわり、 単位も出している。 大学内の事務所等は 便宜を図っているが、 資金 

は 基本的には 弘臣 S 自身が調達する。 

丁 Ⅰ 0 大学帰属の技術を 用いる場合でも 実際に起業するかどうか 分からないので 出場Ⅱ寺にはⅡ 0 の許可 

を 事前に受けることはしない。 Ⅱ 0 は特に関与しない。 

4. 日経・ V 氏ビジネ、 スプランコンテストの 実施状況 

日本でも大字内で 行われるものや、 i 世或で 開催されるビジネスプランコンテストは 従来から少なくとも 数例はあ っ 

たが、 規模は欧米の 字 生 ビジネ、 スプランコンテストに 比べれば極めて 小規模なものであ った。 

これに比べて 2001 年に日本経済新聞社および 財団法人ベンチャーエンタープライズセンター ( 旺 C) の共催で学生 

ビジネスプランコンテスト 2001 が開催された。 優勝者には 50 万円とスタンフォード 大学の主催する 世界学生ビジネ 

スプランコンテスト (G わ ba@ Ⅱ al@ 蝶 2001) の参加費・渡航費が 支給されるという 条件であ った。 2000 年Ⅱ 月 17 

日付で日本経済新聞朝刊、 日経産業新聞吾一面での 社告および日経とⅦ C のホームページで 募集をするという 従来に 

ない大規模な 告知を行った。 また同時に本仝画の 推進に関与した 経済産業省の 関係者から産学連携に 関係する大学教 

官 には直接メール 等で開催を知らせるなどの 連絡も行われた。 出場要件も社会人であ っても 字 費を払っている 場合は 
学生と認めること、 早生が含まれていれば 社会人が含まれていてもよいこと、 企業のサポートするプロバラムでも 可 

とするなど緩和されたものであ った。 

しかし結果的には 応募総数は全国から 28 件にとどまった。 この応募 は ついて書類選考した 結果 7 件をプレゼンテー 

、 ンコ ン ( 英語 ) により選考 し 、 優秀作として 1 チーム、 ィ封乍 として 2 チームを選定した。 優秀作の特典であ る Gl ぬ al 

三 ㏄ alle ㎎ e2001 への派遣は、 スタンフオード 側のスポンサーが 集まらなかったことからコンテスト 自身が中止になり   

代わりに米国の ビ、 ジネ 、 スプランコンテストの 主催学生バループとの 交流などに当てられた。 出場者全般に 対する審査 

員の評価は、 全般にビジネ、 スプランとしての 完成度万目 氏く 単なるビジネ 、 スの アイデアレベルのものが 殆どであ ったと 

のこと。 以下に優秀作チームのプロファイルを 記載する。 
テーマ インテリジェント 挽 永機首 E コーティンバによる 次世代雪害防止ビジネ 、 ス 

チーム 東京大学大学 @ 博士課程 ( 社会人 ) のリーダ一に 東京大学大学院学部学生 1 名 、 東京大学研究員で 民間イン   

キュ ベータ一に所属している 研究者Ⅰ 名 、 および東京大学教官 1 名の 4 名 ( 全員理工系 ) 

応募 経臼 大字教官からの 情報で、 チーム結成して 応募。 インキュベータ、 教官の紹介でべンチャーキャピタリスト や 

マーケティンバの 専門家などから 指導を受けて ビ、 ジネ 、 スプランを作成。 

受宜後 応募テーマに 関してはその 後インキュベータとの 話し合いの中で、 方向を見直してインキュベーションプロ 

、 ジェク ト としての立ち 上げを # 鋳寸中 。 

その他 理工系学生だけの ネ、 ッ トワークでは 充分なビジネ、 スプランの作成や 実際に起業する 場合のマネ 、 ジメントチ 

ームの結成は 困難で、 文系学生やさ f 舎人の ネ、 ヅ トワークを利用できる 環境は不可欠。 またコンテスト 出場 即 
起業とは捉えておらず、 インキュベーションの 初期過程という 認識 

また他のチームに 関してもインタビューを 行った結果、 コンテスト参加の 意義として起業に 必要な ネ、 ッ トワークの 

樹立にもっとも 価値を感じているとする 回答が目立つた。 このことは、 上記の日経・Ⅶ C 主催の優勝チームの 感想「 文 

系の学生との ネ、 ッ トワークの欠如」ということと 密接にかかわる。 一橋大学のビジネ 、 ススクールのコンテスト 優勝者 

からも逆に「テクノロジーべ ー スのビジネ、 スプランを 目 f; すために必要な 理系の学生やテクノロジーシーズ へ の アク 

セス が困難であ った」とのコメントがあ り、 このような ネソ トワーク作りがコンテスト 参加の過程でできる ( できた ) 

ことに価値を 感じているケースが   多かった。 

実際に優勝または 佳作となったチームでは、 ビジネ、 スプランについて 相談したり指導をうけることのできる べン 
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チヤ 一 キャピタルなどのネットワークがあ り、 このような指導を 受けてブラツシュアップされている。 予選で落選し 

たチームではこのような 機会が乏しいということも 見出された。 また優勝 やィ封乍 となったチームでは 教官の強い サポ 

一ト があ ったケースが 見られた。 

5. 大学スピンオフベンチャ 一の振興施策としてのビジネスプランコンテストのあ り方 

学生 ビ、 ジネスプランコンテストの 位置づけは、 大きく分けて 2 つの観点があ る。 第一は大学究 め スタートアップ ベ 

ンチャー創生の 促進施策としての 面であ り、 第二は学生の 起業教育の一環としての 位置付けであ る。 特に後者の観点 

は大字在学の 学生を大勝とするものであ る以上決して 無視してコンテストを 企画するべきものではなく、 その意味で 

大字の教育プロバラムの 中に位置づけがあ ることが望ましいと 思われる。 日経， 旺 C 主催のコンテストの 際に、 出場 

者の字 主 にインタビューした 内容の中に 、 「ベンチャーをやるなら 学業とは両立できないので 大学をすぐやめるべき 

であ るⅡと投資家から 意見されて困惑したという 場面もあ ったというコメントもあ ったが、 教育との兼ね 合いをどの 
ように考えるかについては 大学側としてポリシーが 必要であ ると考えられる。 

前述したように MlT でもスタンフォードでもコンテストの 位置づけを起業教育の 一環としてとらえている。 また 起 

業を目指すキャリアプランとしても 社会経験の乏しい 学生がいきなり 起業することを 善しとしているわけではない。 
Ⅵ T の場合ビジネ 、 ススクールを 中心に既に企業経験があ る字生も多く、 コンテスト応募チームにこのようなメンバー 

が   混ざっている 場合が多い。 また実際にビジネスプランコンテストに 出場して後の 経緯を見ると、 インキュベータ や 

投資家の ネ、 ッ トワークで企業経験のあ る経営者が加わるケースも 多く、 この場合は学生はアルバイト 的な役割で残る 

場合も見られた。 

スタンフォードでは 更に教育プロバラムとしての 位置づけは月月 確 で、 弘臣 S の活動を行うことに 対して大学側は 単 

位を認めている。 また サ臣 S はⅢ丁と異なり 大学の関連組織として 会ネ f 組織に近い形態をとっており、 代表は大学教 

官を含むボードメンバ 一によって選任される。 インタビューした 早生の中には、 週 20 時間を皿 臣 S の活動に割いてい 

るという学生もいた。 このような大学のサポートと 2000 年までのシリコンバレ 一の好景気のため 95 年の設立にもか 

かわらず 皿頷 S は急成長して、 現在会員は 4 千人を超える 規模となり、 海外との ネ、 ッ トワーク作りにも 積極的であ る。 

米国の特にテクノロジーベンチャ 一志向のコンテストの 場合、 学生の自主的な 運営を大学側が   教育面を配慮しなが 

らサポートする 形態をとっているといえる。 サポートの内容は 大字内の事務所の 提供などの物理的な 面と、 スポンサ 

一集めやセミナ 一の講師 招膀 、 運営方法など 全般にわたってアドバイザーとしてかかわる 形態が通常であ る。 またⅢ 丁   

スタンフオードともコンテストを 含めた起業プロバラム 全般について、 海外との ネ、 ッ トワーク作りに 大変執心であ り、 

Ⅶ丁もスタンフォードも 日本からの留学生も 多いのにもかかわらず、 日本でのパートナリンバは 成功していない。 要 

国 としては日本の 大学側にこのようなプロバラムをま 野 卒 するパートナーが 少ないこと、 日本側に学生主体の 運営の パ 

一 トナーとなるべき 組織が見当たらないことなどがあ ったと思われる。 

実際現在日本で 開催されているビジネスプランコンテストに 関しては、 テクノロジーベンチャ 一志向が必ずしも 強 

くなく   教育面の配慮や 種々のサポート 面での大字のコミットが 弱いこと、 更にはこれらのことが 影響して学生の 自 

全的なコンテストの 運営というような 動きが見られないなどの 点で大きな違いがあ る。 

様々な社会経験の 後大学に入ってくる 学生も多い米国とは 異なり、 日本の学生にはほとんど 社会系 頚黄 がない点は配 

虚 するべきであ る。 その意味では 日本ではアントレプレナーシップ 教育を行う際、 より教育的な 配慮が求められる。 

このような差異をふまえへ 学生ビジネスプランコンテストに 対しても、 大学側として 第一に起業教育の 一環として 積 

極 的に取り組むべきであ ろう。 特に理工系の 字 主 に対するテクノロジーマネジメント 教育の位置づけは 今後のテクノ 

ロジーベンチャ 一の増加を担う 人材育成の面で 重要であ ると思われる。 この場合大学覚の 団体等が独立に 直接運営す 

るコンテストは 望ましくなく、 大学などの教育機関が 介在するべきであ る。 運営組織は教育的な 配慮が可能な 環境の 

中で、 学生が自主的に 運営することが 望ましく、 その運営経験自身が 効果的な教育になりえる。 大学側及び投資家 も 

含めた産業界は、 このような位置づけを 配慮しながら、 「コンテストから 直ちにべンチャーが 生まれる。 」という認識 

ではなく、 コンテストを 通じた人材育成と ネ、 ッ トワークおよび 技術、 ン一ズの 発掘などの機会が 生まれるという 認識を 

するべきであ ろう。 この機会をビジネスプランに 結実させる役割は 字 生 側にのみもとめるのではなく、 大字のインキ 

ュベーション 機能と産業界の 役割であ ると考えるべきであ る。 

--4 丁丁 -- 


